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 要 旨   

 

背景： 

高齢者において転倒による救急部受診と飲酒との関連が報告されているが、勤労世代にお

ける転倒と飲酒および薬物使用との関連は明らかではない。 

  

方法：  

2019 年 1 月から 2021 年 12 月に全米の救急受診データベースにおいて、多変量ロジスティ

ック回帰分析により、15-64 歳の転倒と飲酒および薬物使用の調整オッズ比(95％信頼区

間)(aOR(95%CI))を算出した。 

 

結果： 

53,822件の救急受診データベースにおいて転倒 2，639件が確認された。そのうち飲酒 111

件および薬物使用 101 件、両者 39件であった。これらの数値から 2019-2021 年の全米の転

倒は 10,844,000件で、51.7%が飲酒および薬物使用と関連すると推計された。多変量ロジス

ティック回帰分析の結果、転倒は飲酒および薬物使用と関連していた(aOR(95%CI):飲

酒;2.3(1.0-5.9), 飲酒および薬物使用;8.5（1.6-43.0）)。飲酒および薬物使用におけるう

つ病合併者の転倒リスクは約 2倍であった。 

 

結論：  

転倒は飲酒および薬物使用と関連しており、飲酒および薬物使用にうつ病の合併者のオッ

ズ比は約 2倍であった。 

 

 


